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学習に主体的に一人一人が取り組むためには、出発点として全員が自分の考えを持つという

ことが必要になる。                 - 黒上晴夫 関西大学総合情報学部 教授 -               
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
GEP Quiz! 
Q： 
Graphic Organizer
は、1970 年代にア

メリカで学びの効果

を促進させるツール

として確立されまし

た。日本では、関西

大学の黒上教授に

より、〇〇〇〇○ツ

ールとして知られる

ことになりました。 
（※答えは裏面に記載） 

 活動の土台となるワークブック 
世界各国から集まる留学生（GEP メ

ンバー*）と一緒に活動する Global 
Village では、活動の最初に日英併

記で作成されたワークブックが参加

者に配布されます。 
ワークブックには、①スケジュール・活動内容を確認する ②活動で

得た知識や気づいたことを記録する ③考察・共有を通じて学びを深

める ④活動の軌跡を残す、という４つの役割があります。 
わたしたち LbE Japan スタッフは、参加者が Global Village で、

様々な背景を持つ GEP メンバーたちと一緒に、「人」を通じて学ぶ上

で、教科書やテレビのように繰り返すことができない、その場かぎりの

リアルな情報が得られる機会を最大限に生かし、次の学びにつながる

場になるように、団体毎にワークブックをカスタマイズします。 
 
学び・経験をカタチに 

Global Village の活動に適応するようにデザインされたワークブック

を利用することで Global Village での経験が可視化されます。 
活動は以下のステップで構成され、その軌跡が蓄積、記録されます。 
① インプット：GEP メンバーからの情報獲得・収集。書き留める。 
② 考察：それらを整理し、思考を深める。 
③ 共有：お互いの意見をグループや全体で共有する。 
自分自身が捉えた事象や考察したことをもとに、同じグループの仲

間の意見にふれ、振り返ると、そこには、「同じ仲間でも多様な考え方

や価値観があること」、「違うと思っていた GEP メンバーと自分たち、そ

の母国と日本との間に意外な共通点があること」など、新たな発見に

出会います。 
プログラムの目的とゴール、学校における事前事後学習や教科での

取り組みとの繋がりも意識し、最適化されたワークブックを利用するこ

とで、活動中の書き込みを観察しながらプログラムの効果を検証する

ことや、時間が経ってからの学びの振り返り、活用を可能にします。 
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Get to know more about the leaders’ countries’ culture and lifestyle. 
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Listen to the leader’s presentation while comparing it with Japan (your country) and try to find differences and 
similarities. 

���01/1(���'�.# ,�2Let's mark the countries of your leaders! 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



GEP Quiz! 答え 
A：シンキングツール 
 

「シンキングツール〜考える

ことを教えたい〜」 

著：黒上晴夫・小島亜華里・

泰山裕、NPO 法人 学習創

造フォーラム、2012 年 4 月

30 日公開（短縮版） 

（http://www.ks-lab.net/haruo/ 

thinking_tool/short.pdf からダウ

ンロードできます） 

 考える力〜学び方を学ぶ 
Global Villageで利用するワークブックは、参加者が未知のもの
（新しい知識や考え方）に出会って抱いた興味関心を大切にしな

がら、「適切な問いかけのしかた」・「書き込みの枠の作り方」・

「Graphic Organizer（シンキングツール）の使い方」を工夫する
ことで、参加者が「自ら考える」お手伝いもします。 
＜Graphic Organizer利用例＞ 
Step1. 記録を残す	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Step2. 比較してその背景を考える 

日本 留学生リーダーの母国 

事前準備 

・ 

・ 

・ 

・ 

リサーチ（インタビュー） 

・ 

・ 

・ 

・ 

上記のような Graphic Organizer（シンキングツール）を活用す
ることで、参加者は記入枠の形や配置をもとにアイデアを整理

し、文字にしやすくなります。それは自分で考え、まとめ、他者

に共有するための大切なプロセスとなります。 

＜Graphic Organizerの活用＞ 

 
 

 
ワークブックの書き込みから始まる次の学びの旅 
ワークブックは、Global Village の瞬間瞬間に隠され、生み出されて

いく「宝物」を、一人一人が自分ならではの視点で見つけ、蓄積し、創

り上げる「次の学びの旅に向けたガイドブック」です。 
LbE Japan のスタッフは、「必ず見つけて欲しい」、「その人だからこ

そ発見できそうな」、Global Village に「ぼんやりと存在する」たくさん

の「宝物」を参加者の皆さんが（時にはファシリテーターや留学生リー

ダーの手を借りながら）自分自身の手で見つけ出す、そんな瞬間に

出会えることを想像し、ワクワクしながらワークブックの白い部分（書き

込み欄）を作っています。Global Village から、好奇心に満ちた「学び

の旅」が始まることを GEP メンバーたちと一緒に楽しみにしています。 
 
 ※GVS=世界中から集まる留学生「GEP メンバー」との協働体験型学習プログラムです。 
※GEP＝Global Education Project (GEP)は、LbE Japan のミッション「世界の人々との協働を通じて明るい未来を実現
する」に共感した留学生のコミュニティです。 
 

  この度は Global Village Newsletter 第 8 号を手にとっていただき，誠にありがとうございました。 
これからも、日々増え続けている「学びの場面」の事例をピックアップしてご紹介させていただきます。 

  （編集担当：青栁 達也） 
株式会社 LbE Japan（エルビージャパン） http://www.lbejapan.co.jp   info@lbejapan.co.jp 

 

Graphic 
Organizer	
(シンキングツ
ール)の活用 

書き込みの量が増える 
書き込み内容への迷いが少ない 
ディスカッション・共有の発言

が増える 

参加レベルと 
学びの質の 
向上 

  

日本 留学生リーダの母国 

共通点 


